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九
九
八
年
五
月
、
郭
店
楚
簡
の
全
容
が
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』

（
荊
門
市
博
物
館
編
、
文
物
出
版
社
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
こ

れ
を
受
け
て
、
同
年
秋
、
我
々
は
浅
野
裕
一
を
代
表
者
と
す
る
「
郭

店
楚
簡
研
究
会
」
を
組
織
し
た
。
島
根
、
大
阪
、
東
京
な
ど
で
研

究
会
合
を
開
き
、
各
文
献
の
釈
読
を
進
め
た
。

と
こ
ろ
が
、
二

0
0
一
年
十
一
月
、
上
博
楚
簡
の
内
容
が
『
上

海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
）
と
し
て
公
開
さ

れ
始
め
た
。
郭
店
楚
簡
と
上
博
楚
簡
は
、
と
も
に
戦
国
時
代
の
「
楚

簡
」
で
あ
り
、
ま
た
、
両
者
に
共
通
す
る
文
献
も
含
ま
れ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
こ
の
両
者
を
視
野
に
入
れ
た
研
究
の
必
要
性
が
痛
感

さ
れ
た
。
そ
こ
で
我
々
は
、
こ
の
二
つ
の
楚
簡
を
対
象
と
す
る
総

合
的
な
研
究
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
、
会
の
名
称
も
「
戦
国
楚
簡

研
究
会
」
と
改
め
、
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
、
戦
国
楚
簡
研
究
会
か
ら
中
国
出
土
文
献
研
究
会
へ

北
京
大
学
蔵
西
漢
竹
書
に
つ
い
て

『
中
国
出
土
文
献
研
究
2
0
1
0
』
(
『
中
国
研
究
集
刊
』
別
冊
特
集
号
〈
総
五
十
二
号
〉
）

平
成
二
十
三
年
二
月
一

0
五
ー

中
国
出
土
文
献
研
究
会

そ
れ
か
ら
約
十
年
、
戦
国
楚
簡
研
究
会
は
、
国
内
外
に
お
い
て

精
力
的
な
研
究
活
動
を
展
開
し
、
メ
ン
バ
ー
が
刊
行
し
た
出
土
文

献
関
係
の
著
書
は
十
冊
を
数
え
、
関
係
論
文
は
優
に
百
本
を
超
え

た
。
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
は
、
二

0
1
0年
十
月
現
在
、

第
七
分
冊
ま
で
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
残
る
第
八
•
第
九
分
冊
お

よ
び
別
冊
な
ど
に
つ
い
て
も
更
な
る
研
究
が
期
待
さ
れ
る
。

し
か
し
、
出
土
文
献
研
究
を
と
り
ま
く
環
境
は
こ
の
数
年
、
さ

ら
に
大
き
く
変
化
し
た
。
そ
れ
は
、
郭
店
楚
簡
や
上
博
楚
簡
に
匹

敵
す
る
新
た
な
竹
簡
の
発
見
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
二

0
0
七
年

に
湖
南
大
学
岳
麓
書
院
が
入
手
し
た
「
岳
麓
書
院
秦
簡
」
、
二

0
0

八
年
に
清
華
大
学
が
入
手
し
た
「
清
華
大
学
竹
簡
」
。
ま
た
、
二

O

0
九
年
に
北
京
大
学
が
入
手
し
た
「
北
京
大
学
蔵
西
漢
竹
書
」
。

さ
ら
に
は
、
一
九
七
二
年
に
発
見
さ
れ
た
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
も
、

『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
[
i
-

年
]
』
が
刊
行
さ
れ
て
か
ら
し
ば
ら
く
刊
行

が
滞
っ
て
い
た
が
、
二

0

0
年
に
入
っ
て
、
よ
う
や
く
そ
の
[
戴
]

一
八
頁
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そ
の
研
究
会
の
は
じ
め
て
の
仕
事
と
な
っ
た
の
が
、
北
京
大
学

の
訪
問
で
あ
る
。
二

O
O
九
年
に
北
京
大
学
が
前
漢
時
代
の
大
量

の
竹
簡
を
入
手
し
た
と
の
情
報
を
得
た
我
々
は
、
清
華
大
学
出
身

の
研
究
者
ヨ
小
龍
氏
（
人
民
大
学
）
の
仲
介
に
よ
り
、
二

0
1
0
 

年
七
月
中
旬
、
北
京
大
学
に
面
会
を
申
し
入
れ
、
快
諾
を
得
た
。

渡
航
に
先
立
ち
、
研
究
会
メ
ン
バ
ー
の
内
、
関
西
在
住
の
湯
浅

邦
弘
、
福
田
一
也
、
草
野
友
子
、
金
城
未
来
の
四
名
は
、
大
阪
大

学
で
北
京
大
学
竹
簡
の
勉
強
会
を
行
い
、
基
礎
的
な
情
報
の
整
理

を
行
っ
た
（
礼
1
)
。
そ
し
て
、
そ
の
情
報
を
携
え
て
、
二

0
1
0
年

八
月
末
日
、
浅
野
裕
一
、
福
田
哲
之
、
竹
田
健
二
と
と
も
に
北
京

に
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
は
連
日
三
十
六
度
を
超
え
る
記
録

二
、
北
京
大
学
訪
問

が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
新
出
土
文
献
の
相
次
ぐ
公
開
に
よ
っ
て
、

中
国
古
代
思
想
史
研
究
は
、
さ
ら
に
大
き
な
飛
躍
期
に
入
っ
た
の

で
あ
る
。

そ
こ
で
我
々
研
究
会
も
、
「
戦
国
楚
簡
」
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、

こ
れ
ら
の
出
土
文
献
を
総
合
的
に
検
討
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。

従
っ
て
、
研
究
会
の
名
称
も
「
戦
国
楚
簡
研
究
会
」
か
ら
「
中
国

出
土
文
献
研
究
会
」
に
改
称
し
、
よ
り
広
い
視
野
で
新
出
土
文
献

を
研
究
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。

的
な
猛
暑
が
続
い
て
い
た
が
、
北
京
は
す
で
に
秋
の
気
配
。
空
港

に
降
り
立
っ
た
我
々
は
、
二
十
五
度
の
涼
風
に
癒
さ
れ
た
。

九
月
一
日
、
我
々
七
名
の
研
究
会
メ
ン
バ
ー
は
、
可
小
龍
氏
の

案
内
で
、
北
京
大
学
東
門
か
ら
構
内
に
入
っ
た
。
校
舎
に
は
赤
い

「
歓
迎
」
の
横
断
幕
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
我
々
の
歓
迎
に
し
て

は
大
げ
さ
で
は
な
い
か
な
ど
と
話
し
て
い
る
と
、
こ
れ
は
、
当
日

が
北
京
大
学
の
新
学
期
開
始
日
で
、
新
入
生
を
歓
迎
す
る
横
断
幕

で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
合
点
が
い
っ
た
。

東
門
か
ら
直
進
し
て
図
書
館
を
過
ぎ
、
「
歴
史
系
」
の
建
物
に
案

内
さ
れ
た
我
々
は
、
北
京
大
学
出
土
文
献
研
究
所
所
長
朱
鳳
涸
教

授
の
出
迎
え
を
受
け
た
。
ス
ク
リ
ー
ン
が
用
意
さ
れ
た
二
至
に
招

き
入
れ
ら
れ
た
我
々
は
、
さ
っ
そ
く
朱
鳳
涸
教
授
か
ら
北
京
大
学

竹
簡
の
説
明
を
受
け
た
。
こ
の
会
合
に
は
、
北
京
大
学
中
国
古
代

史
研
究
中
心
の
韓
説
講
師
も
同
席
し
た
。
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
ス

ラ
イ
ド
は
計
三
十
三
枚
に
及
び
、
約
一
時
間
に
わ
た
っ
て
朱
教
授

の
説
明
を
受
け
た
。

そ
の
後
、
構
内
を
移
動
し
、
「
北
京
大
学
賽
克
勒
考
古
与
芸
術
博

物
館
」
に
案
内
さ
れ
た
。
空
調
が
き
い
て
や
や
肌
寒
い
一
室
に
入

る
と
、
部
屋
い
っ
ぱ
い
に
竹
簡
の
入
っ
た
ト
レ
ー
が
配
架
さ
れ
て

い
た
。
窓
側
の
机
に
四
つ
の
ト
レ
ー
が
ふ
た
を
外
し
て
並
べ
ら
れ

て
お
り
、
水
に
浸
し
た
竹
簡
が
見
え
た
。
蛍
光
灯
に
照
ら
さ
れ
て
、

竹
簡
の
文
字
は
鮮
明
に
見
え
た
。
持
参
し
た
拡
大
鏡
も
使
い
、
竹
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簡
の
形
状
、
文
字
な
ど
を
メ
ン
バ
ー
全
員
で
確
認
し
た
。
そ
の
詳

細
に
つ
い
て
は
後
述
す
る。

竹
筋
の
実
見
は
約
三
十
分
ほ
ど
。
そ
の
後
、
こ
の
博
物
館
の
展

示
物
を
概
観
し
た
後
‘
朱
教
授
ら
と
と
も
に
昼
食
を
と
り
な
が
ら
、

会
談
に
入
っ
た
。
以
下
で
は
、
朱
教
授
の
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
説
明
‘

竹
簡
の
実
見
、
昼
食
時
の
会
談
の
内
容
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
北
京

大
学
竹
簡
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
。
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北
京
大
学
竹
簡
は
、
盗
掘
の
結
果
、
流
出
し
た
竹
簡
を
、

二
O

0
九
年
一
月
十
一
日
に
北
京
大
学
が
入
手
し
た
も
の
で
、
関
係
者

か
ら
の
寄
贈
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
経
緯
は
未
詳
で
あ
る
。

一
月
十
一
日
に
北
京
大
学
に
搬
入
さ
れ
た
竹
筋
は
、
さ
っ
そ
く

そ
の
翌
日
か
ら
整
理
作
業
が
始
め
ら
れ
、
三
月
に
は
、
全
竹
簡
の

写
真
撮
影
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
過
程
で
、
竹
簡
群
の
中
に
算
辟
と

漆
器
の
残
片
が
混
じ
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、

竹
簡

上
に
繊
維
の
残
留
痕
が
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
、
し
か
も
、
編
綾

の
痕
跡
が
文
字
に
か
ぶ
っ
て
い
る
竹
簡
が
多
く
見
受
け
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
竹
簡
は
、
編
綴
し
た
後
に
文
字
を
記
し
た
も

の
で
は
な
く
、
文
字
を
記
し
た
後
に
綴
じ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

編
棧
も
一
部
残
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
、
我
々
が
想
像
し
て
い
た

も
の
よ
り
太
く
、
三
つ
編
み
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

竹
簡
の
総
数
は
三
三
四
六
枚
、
完
整
簡
は

二
三

0
0枚
以
上
（
う

ち
完
簡
は
一
六

O
O余
枚
）
。
郭
店
楚
簡
が
七
三

0
枚
（
有
字
筋
）
、

上
博
楚
筋
が
―

二

O
O
余
枚
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
を
は
る
か
に

上
回
る
相
当
の
分
最
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

数
術
類
の
竹
簡
に
「
孝
景
元
年
」
（
前

一
五
六
年
）
と
記
し
た
紀

年
簡
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
竹
簡
の
年
代
は
前
漢
中
期
、
そ
の
多
く

は
武
帝
時
代
（
前
一
五
七
（
在
位
、
前

―
四

一）

＼
前
八
七
）
に

一
、
北
京
大
学
竹
簡
の
概
要

(109) 



書
写
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
馬
王
堆
三
号
漠

墓
は
、
前
一
六
八
年
頃
の
造
営
で
、
馬
王
堆
吊
書
『
老
子
』
甲
本

は
前
一
九
五
年
以
前
に
筆
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。竹
簡
の
形
状
は
、
長
・
中
・
短
の
三
種
に
分
類
で
き
、
簡
端
は

い
ず
れ
も
平
斉
。
簡
長
は
、
長
簡
が
約
四
十
六

em
で
、
漢
代
の
二

尺
に
相
当
し
、
三
道
編
錢
。
内
容
は
、
主
に
数
術
類
。
中
簡
は
三

十
＼
三
十
二

cm
で
、
漢
代
の
一
尺
三
寸

S
四
寸
に
相
当
し
、
三
道

編
綾
。
内
容
は
、
主
に
古
代
典
籍
。
短
簡
は
約
二
十
三

cm
で
、
漢

代
の
一
尺
に
相
当
し
、
両
道
編
綾
。
内
容
は
、
医
書
類
で
あ
る
。

出
土
地
に
つ
い
て
は
、
未
詳
で
あ
る
が
、
朱
教
授
の
説
明
で
は
、

江
蘇
、
安
徽
辺
り
（
南
方
地
帯
、
漢
代
の
楚
）
で
は
な
い
か
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

炭
素
1
4
の
年
代
測
定
は
行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
、
竹
簡
の
状
況
や
謹
直
な
漢
隷
の
字
体
、
そ
し
て
何
よ
り
紀

年
簡
が
出
土
し
た
こ
と
に
よ
り
、
と
り
あ
え
ず
そ
の
必
要
性
が
な

い
と
判
断
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

内
容
は
、
す
べ
て
古
代
の
書
籍
で
、
『
漢
書
』
芸
文
志
の
分
類
す

る
「
六
芸
類
」
「
諸
子
類
」
「
詩
賦
類
」
「
兵
書
類
」
「
数
術
類
」
「
方

技
類
」
に
及
ぶ
。
こ
う
し
た
広
範
な
領
域
に
わ
た
る
文
献
が
含
ま

れ
て
い
た
の
は
、
き
わ
め
て
貰
重
で
あ
り
、
中
国
思
想
史
は
も
と

よ
り
、
中
国
史
、
文
学
史
、
文
字
学
な
ど
多
方
面
の
研
究
に
大
き

な
影
瞥
を
与
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

以
下
で
は
、
朱
教
授
の
説
明
の
順
序
に
沿
っ
て
、
各
々
の
内
容

を
、
我
々
の
実
見
の
結
果
や
筆
者
（
湯
浅
邦
弘
）
の
考
察
も
踏
ま

え
て
紹
介
し
た
い
。

(
1
)

六
芸
類

六
芸
類
に
分
類
さ
れ
た
の
は
、
『
莉
頷
篇
』
と
『
趙
正
（
政
）
書
』

で
あ
る
。
『
莉
頷
篇
』
に
つ
い
て
は
、
小
学
書
研
究
の
立
場
か
ら
、

研
究
会
メ
ン
バ
ー
の
福
田
哲
之
が
後
述
す
る
。

『
趙
正
（
政
）
書
』
は
古
侠
書
で
、
今
回
は
じ
め
て
明
ら
か
に

な
っ
た
始
皇
帝
時
代
の
歴
史
文
献
で
あ
る
。
竹
簡
は
五
十
余
枚
、

総
字
数
は
約
一
五

O
O
字
。
書
名
は
、
竹
簡
に
記
さ
れ
て
い
た
。

内
容
は
、
始
皇
帝
（
趙
政
・
贔
政
）
の
死
と
秦
朝
滅
亡
に
ま
つ
わ

る
内
容
で
、
始
皇
帝
・
胡
亥
・
李
斯
•
子
嬰
な
ど
の
言
動
が
記
述

さ
れ
、
始
皇
帝
臨
終
の
際
の
追
命
や
李
斯
の
獄
中
の
上
書
も
含
ま

れ
て
い
る
と
い
う
。

文
中
で
は
、
始
皇
帝
と
胡
亥
は
、
「
秦
王
趙
正
（
政
）
」
「
秦
王

胡
亥
」
と
称
さ
れ
て
お
り
、
「
始
皇
帝
」
「
二
世
皇
帝
」
と
は
記
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
作
者
が
秦
朝
の
正
統
性
を
認
め
な
い
立
場
に

あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
『
史
記
』
蒙
括
列
伝
・
李
斯
列
伝
に
見
え

る
部
分
も
あ
り
、
司
馬
遷
が
『
史
記
』
を
書
い
た
際
の
参
考
文
献

の
つ
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
、
資
料
的
価
値
が
高
い
。
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(
2
)
諸
子
類

諸
子
類
で
ま
ず
特
筆
さ
れ
る
の
は
『
老
子
』
で
あ
る
。
竹
簡
二

一
八
枚
、
約
五
三

O
O字
（
重
文
を
含
む
）
。
「
老
子
上
経
」
「
老

子
下
経
」
の
篇
題
が
竹
簡
背
面
に
明
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

「
徳
経
」
「
道
経
」
に
対
応
す
る
。
各
章
冒
頭
に
は
、
章
を
分
け
る

符
号
が
あ
り
、
各
章
の
末
尾
は
留
白
と
な
っ
て
い
る
。
欠
損
し
て

い
る
竹
簡
は
、
全
体
の
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
竹
簡
に
し
て
二
本
分
、

約
五
十

S
六
十
字
く
ら
い
。
ほ
ぼ
完
璧
な
『
老
子
』
古
本
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
馬
王
堆
吊
書
・
郭
店
楚
簡
に
次
ぐ
第
三
の
『
老
子
』
古

本
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
で
最
も
保
存
状
態
の
良
い
漢
代
の
『
老
子
』

テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
評
し
う
る
。
ま
た
、
各
章
の
内
容
や
分
章
は

現
行
本
と
異
な
る
点
も
あ
り
、
『
老
子
』
の
整
理
・
校
勘
に
き
わ
め

て
有
力
な
資
料
で
あ
る
。

な
お
、
現
在
●
こ
の
竹
簡
『
老
子
』
の
釈
読
を
担
当
し
て
い
る

韓
娩
講
師
に
よ
る
と
、
馬
王
堆
漢
墓
吊
書
『
老
子
』
と
こ
の
竹
簡

本
と
を
対
照
し
た
結
果
、
「
徳
経
（
上
経
）
」
「
道
経
（
下
経
）
」
と

い
う
順
序
、
お
よ
び
各
章
の
配
列
は
基
本
的
に
は
同
様
で
あ
り
、

「
道
経
」
末
尾
の
一
箇
所
の
み
順
序
の
異
な
る
点
が
あ
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
後
『
老
子
』
研
究
を
進
め
よ

う
と
す
る
場
合
に
は
、
最
重
要
の
テ
キ
ス
ト
と
な
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。

次
に
、
古
侠
書
『
周
馴
（
訓
）
』
。
竹
簡
二

O
O余
枚
、
約
四
八

0
0字
。
竹
簡
に
篇
題
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
『
漢
書
』
芸
文
志
の

道
家
類
に
「
『
周
訓
』
十
四
篇
」
と
記
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
比

定
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

内
容
は
、
「
周
昭
文
公
」
（
戦
国
中
期
の
東
周
の
君
、
昭
文
君
と

も
い
う
）
が
「
恭
太
子
」
（
西
周
の
君
、
武
公
の
太
子
）
に
訓
戒
す

る
と
い
う
も
の
で
、
上
は
非
空
舜
•
萬
か
ら
下
は
戦
国
中
期
に
至

る
ま
で
の
歴
史
事
項
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
見
ら
れ
な
か

っ
た
商
湯
か
ら
太
甲
へ
の
訓
戒
、
周
文
王
か
ら
周
武
王
へ
の
訓
戒

な
ど
を
含
む
。
ま
た
、
君
た
る
の
道
を
述
べ
る
長
編
の
文
章
も
あ

る
。
戦
国
晩
期
に
編
額
さ
れ
、
貴
族
子
弟
に
対
し
て
政
治
教
育
を

行
う
た
め
に
用
い
た
教
材
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
周

文
王
に
四
人
の
子
が
い
た
と
す
る
点
が
、
従
来
の
文
献
の
記
載
と

異
な
っ
て
お
り
、
重
要
な
意
義
を
有
す
る
。

こ
の
種
の
文
献
と
し
て
は
、
二

0
0
九
年
、
『
文
物
』
誌
上
で
先

行
公
開
さ
れ
た
清
華
大
学
竹
簡
の
「
保
訓
」
が
あ
る
江
2
)
0

「
保
訓
」

は
、
周
文
王
が
武
王
へ
訓
戒
す
る
内
容
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

竹
簡
は
わ
ず
か
に
十
一
本
。
こ
れ
に
対
し
て
『
周
馴
（
訓
）
』
は
、

よ
り
豊
富
な
訓
戒
集
と
言
え
る
。

朱
教
授
の
説
明
で
は
、
こ
う
し
た
歴
史
故
事
集
と
も
言
え
る
文

献
は
、
と
て
も
「
道
家
」
と
は
思
え
ず
、
『
漢
書
』
芸
文
志
に
記
録

さ
れ
る
「
『
周
訓
』
十
四
篇
」
に
当
た
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
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疑
問
が
残
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

た
だ
、
『
漠
書
』
に
お
け
る
「
道
家
」
の
定
義
は
、
「
道
家
者
流

は
、
蓋
し
史
官
よ
り
出
ず
。
成
敗
存
亡
禍
福
古
今
の
道
を
歴
記
し
、

然
る
後
に
要
を
乗
り
本
を
執
り
、
清
虚
以
て
自
ら
守
り
、
卑
弱
以

て
自
ら
持
す
る
を
知
る
。
此
れ
君
人
南
面
の
術
な
り
」
と
い
う
も

の
で
あ
り
、
我
々
が
現
在
意
識
す
る
い
わ
ゆ
る
「
老
荘
」
風
の
思

想
で
は
な
い
。
と
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
文
献
が
、
当
時
の
人
々
に

と
っ
て
「
道
家
」
に
屈
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性
は
充
分

に
あ
る
と
言
え
よ
う
C

さ
ら
に
、
古
侠
背
『
妄
稽
』
も
注
目
さ
れ
る
C

竹
簡
一

O
O
余

枚
、
約
三

O
O
O字
の
文
献
で
あ
る
。
竹
簡
に
篇
題
が
明
記
さ
れ

て
い
る
°
士
人
家
庭
内
部
に
お
け
る
主
人
「
周
春
」
•
妻
・
妾
の
慈

藤
が
描
か
れ
て
お
り
、
現
時
点
で
最
古
•
最
長
の
小
説
と
言
え
る
。

天
水
放
馬
灘
秦
簡
に
も
小
説
『
志
怪
故
事
』
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、

短
編
で
あ
り
、
内
容
も
「
志
怪
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
妄

稽
」
は
、
家
庭
内
の
日
常
が
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
よ
り

近
代
的
な
意
味
で
の
小
説
に
近
い
。

篇
題
の
「
妄
稽
」
と
は
、
妻
の
名
で
、
「
為
人
甚
醜
以
悪
」
つ
ま

り
容
貌
も
心
根
も
醜
悪
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
対
し
て
妾
の
名

は
「
虞
士
」
で
あ
り
、
こ
ち
ら
は
美
人
で
性
格
も
良
い
と
さ
れ
て

い
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
明
確
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
設
定
が
な
さ

れ
た
小
説
な
の
で
あ
る
。
従
来
、
中
国
の
小
説
は
、
唐
代
の
志
怪

小
説
あ
た
り
を
中
心
に
説
明
さ
れ
て
き
た
が
、
前
漢
武
帝
期
以
前

に
す
で
に
こ
う
し
た
文
学
性
を
有
す
る
小
説
が
存
在
し
て
い
た
こ

と
は
大
い
に
注
目
さ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
近
代
小
説

の
先
駆
と
も
言
え
る
よ
う
な
小
説
が
古
く
か
ら
あ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
な
ぜ
そ
の
後
、
継
承
さ
れ
、
発
展
し
て
い
か
な
か
っ
た

の
か
と
の
疑
問
が
生
ず
る
と
も
言
え
よ
う
。

(
3
)
詩
賦
類

詩
賦
類
と
し
て
は
、
『
魂
塊
賦
』
が
あ
る
。
竹
簡
五
十
余
枚
、
約

―
二

O
O字
。
篇
題
は
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
「
魂
愧
賦
」
と
は
整

理
者
に
よ
る
仮
称
で
あ
る
°
人
格
化
さ
れ
た
「
魂
」
と
「
塊
子
」

と
の
対
話
形
式
で
あ
る
が
、
『
楚
辞
』
の
よ
う
な
文
で
は
な
く
、
四

字
句
を
連
ね
た
明
ら
か
な
漢
賦
で
あ
る
と
い
う
。
内
容
は
、
魂
が

塊
を
旅
に
誘
う
が
、
塊
は
病
弱
を
理
由
に
断
る
。
だ
が
、
最
後
は

魂
の
説
得
に
応
じ
て
一
緒
に
旅
立
つ
と
い
う
も
の
で
、
文
学
性
が

高
い
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
に
出
土
し
た
簡
吊
文
献
の
中
で
は
最

古
•
最
長
の
賦
で
あ
る
。

(
4
)
兵
書
類

篇
題
未
詳
の
兵
書
が
一
っ
含
ま
れ
て
い
る
。
竹
簡
十
余
枚
。
『
漢

書
』
芸
文
志
は
、
兵
書
を
「
兵
権
謀
」
「
兵
陰
陽
」
な
ど
四
つ
に
分

類
し
て
い
る
が
、
こ
の
文
献
は
、
そ
の
内
の
「
兵
陰
陽
」
家
に
分
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類
で
き
る
兵
書
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、
銀
雀
山
漢
簡

『
地
典
』
に
類
似
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。

少
し
横
道
に
そ
れ
る
が
、
こ
こ
で
、
『
地
典
』
に
つ
い
て
概
説
し

て
お
こ
う
。
銀
雀
山
漢
墓
竹
節
は
、
冒
頭
に
も
紹
介
し
た
と
お
り
、

一
九
七
二
年
に
発
見
さ
れ
、
そ
の
内
の
『
孫
子
兵
法
』
『
孫
腋
兵
法
』

『
尉
瞭
子
』
『
晏
子
』
『
六
鉛
』
『
守
法
守
令
等
十
三
篇
』
が
一
九

八
五
年
、
『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
[

i

豆
]
』
（
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
整
理

小
組
、
文
物
出
版
社
）
と
し
て
公
開
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
こ
れ
以

外
に
も
、
第
二
輯
に
「
侠
書
叢
残
」
が
、
ま
た
第
三
輯
に
「
散
簡
」

「
篇
題
木
閥
」
「
元
光
元
年
暦
譜
」
が
収
録
さ
れ
る
と
予
告
さ
れ
て

い
た
が
、
そ
の
後
、
長
ら
く
続
輯
は
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
。

二

0
J
O
年
一
月
、
『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
[
試
]
』
（
銀
雀
山
漢

墓
竹
簡
整
理
小
組
、
文
物
出
版
社
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
第
一
輯
で

予
告
さ
れ
て
い
た
と
は
言
え
、
第
二
輯
は
ほ
と
ん
ど
何
の
前
触
れ

も
な
く
、
突
然
公
開
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
の
発

見
か
ら
三
十
七
年
後
、
『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
[
i
-

立
]
』
の
刊
行
か
ら

二
十
四
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
第
一
輯
で
予
告

さ
れ
て
い
た
「
侠
書
骰
残
」
に
該
当
す
る
も
の
で
、
全
体
は
、
「
論

政
論
兵
之
類
」
「
陰
陽
時
令
・
占
候
之
類
」
「
其
他
」
の
三
部
に
類

別
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
内
、
「
論
政
論
兵
之
類
」
は
五
十
篇
か
ら
な
る
文
献
で
、
そ

の
十
三
番
目
の
篇
と
し
て
『
地
典
』
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
「
地
典
」

と
は
、
黄
帝
に
仕
え
た
「
七
輔
」
の
一
人
で
、
こ
の
篇
で
は
、
黄

帝
と
地
典
と
が
用
兵
に
つ
い
て
問
答
を
行
っ
て
い
る
。
竹
簡
に
は

断
裂
が
多
く
、
全
体
を
精
確
に
読
み
取
る
の
は
難
し
い
が
、
た
と

え
ば
、
黄
帝
が
「
吾
れ
将
に
師
を
興
し
兵
を
用
い
ん
と
す
る
も
、

其
の
紀
綱
を
乱
す
。
請
う
其
の
方
を
問
わ
ん
」
と
問
い
か
け
る
の

に
対
し
て
、
地
典
は
、
「
天
に
寒
暑
有
り
、
地
に
鋭
方
有
り
：
：
・
・
天

に
十
二
時
有
り
、
地
に
六
高
六
下
有
り
。
上
帝
以
て
戦
い
勝
つ
。

…
…
十
二
者
相
勝
つ
に
時
有
り
」
な
ど
と
答
え
る
。

こ
う
し
た
内
容
を
と
ら
え
て
整
理
者
は
、
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
『
地

典
』
を
「
兵
陰
陽
」
家
の
兵
法
と
考
え
、
ま
た
、
そ
れ
に
類
似
す

る
内
容
の
北
京
大
学
竹
簡
文
献
を
「
兵
陰
陽
」
家
の
兵
書
と
考
え

た
わ
け
で
あ
る
。
但
し
、
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
「
論
政
論
兵
之
類
」

全
体
や
『
地
典
』
の
思
想
的
内
容
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
充
分
な
検

討
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
現
時
点
で
、
北
京
大
学
竹
簡
に
含
ま
れ

る
こ
の
文
献
を
そ
う
し
た
性
格
の
古
代
兵
書
と
位
置
づ
け
て
良
い

か
ど
う
か
に
は
や
や
疑
問
が
持
た
れ
る
。

(
5
)
数
術
類

北
京
大
学
竹
簡
の
約
三
分
の
の
量
を
占
め
る
の
が
、
数
術
類

の
文
献
で
あ
る
。
篇
題
が
確
認
さ
れ
て
い
る
主
な
文
献
と
し
て
、

ま
ず
『
日
書
』
『
日
忌
』
『
日
約
』
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
竹
簡
約

三
0
0枚
。
綴
合
後
の
完
整
簡
は
約
七

0
0枚
。
特
に
、
『
日
忌
』
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と
『
日
約
』
は
初
め
て
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
『
日
書
』
は
、

大
多
数
が
こ
れ
ま
で
に
出
土
し
た
秦
漢
の
『
日
書
』
に
も
見
ら
れ

る
内
容
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
見
ら
れ
な
か
っ
た
図
や
文
字
も
含

ま
れ
て
い
る
。
篇
題
は
朱
書
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
複
数
簡
に
ま
た

が
る
「
占
産
子
図
」
も
鮮
や
か
な
朱
色
の
人
体
図
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
、
数
術
類
に
分
類
さ
れ
る
文
献
の
内
、
篇
題
が
確
認

さ
れ
て
い
る
の
は
、
以
下
の
よ
う
な
文
献
で
あ
る
。

『
椛
（
堪
）
輿
』
•
•
…
•
内
容
は
『
日
書
』
に
類
似
し
、
後
世
の

「
看
風
水
」
の
堪
輿
家
と
は
異
な
る
。

『
六
博
』
：
・
…
博
局
を
用
い
て
占
卜
を
行
う
書
で
、
手
湾
漢
簡

『
博
局
占
』
に
類
似
す
る
。

『
雨
書
』
：
・
…
風
雨
気
象
占
候
の
書
。

『
荊
決
』
…
•
•
•
卜
箇
の
一
種
で
あ
り
、
算
裾
（
計
数
に
用
い
る

小
片
）
を
使
っ
て
占
い
を
行
う
書
。

…
…
四
時
節
令
に
つ
い
て
述
べ
る
『
月
令
』
に
類
似

し
た
文
献
。

(
6
)
方
技
類

最
後
に
医
学
関
係
の
文
献
が
あ
る
。
竹
簡
七

O
O
余
枚
。
そ
の

う
ち
完
整
簡
は
約
五
三

0
枚
。
各
種
疾
病
を
治
療
す
る
た
め
に
記

さ
れ
た
古
代
の
医
方
書
で
あ
り
、
方
技
類
の
「
経
方
」
類
に
属
す
。

章
ご
と
に
分
章
の
記
号
と
数
字
の
編
号
が
あ
り
、
一
八
七
」
ま
で

『
節
』

第
一
ト
レ
ー

倍

頷

篇

四

本

趙
正
四
本
（
篇
題
一
を
含
む
）

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
本
文
の
前
に
は
単
独
の
「
目
録
」
一
巻
が

あ
り
、
編
号
と
医
方
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
内

科
・
外
科
・
婦
人
科
・
小
児
科
な
ど
多
く
の
種
類
の
疾
病
の
治
療

方
法
。
病
名
・
症
状
•
薬
の
種
類
・
数
量
・
漢
方
薬
の
調
製
方
法
、

薬
の
服
用
方
法
と
禁
忌
に
関
す
る
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
る
。

注
目
す
べ
き
は
、
「
秦
氏
方
」
「
治
源
方
」
「
翁
翌
方
」
と
い
う

篇
名
が
見
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
古
代
名
医
の
名
で
あ
り
、

そ
の
中
の
「
秦
氏
」
と
は
戦
国
時
代
の
名
医
「
扁
賠
」
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
医
書
類
は
、
馬
王
堆
吊
書
『
五
十
二
病
方
』
と
密
接
な

関
係
が
あ
り
、
馬
王
堆
吊
書
に
次
い
で
、
最
も
豊
富
な
中
国
医
学

の
資
料
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
。

我
々
が
実
見
で
き
た
の
は
、
四
つ
の
ト
レ
ー
に
入
っ
た
竹
簡
計

三
十
七
本
で
あ
っ
た
。
向
か
っ
て
右
か
ら
、
仮
に
第
ト
レ
ー

S

第
四
ト
レ
ー
と
し
、
そ
の
内
容
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。

四
、
北
京
大
学
竹
簡
の
意
義
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こ
れ
ら
の
竹
簡
は
、
現
在
も
整
理
・
釈
読
作
業
が
続
い
て
お
り
、

二

0
-
―
年

S
一
四
年
に
か
け
て
、
上
海
古
籍
出
版
社
か
ら
、
十

分
冊
程
度
で
順
次
刊
行
の
予
定
で
あ
る
と
い
う
。

な
お
、
北
京
大
学
竹
簡
に
は
、
こ
れ
と
は
別
に
秦
簡
も
あ
る
と

第
四
ト
レ
ー

樅
輿
荊
決
六
博
節雨
書

ミ才
1

、
ニ
オ
三
本
一
本
二
本

医
簡

五
本

第
三
ト
レ
ー

第
ニ
ト
レ
ー

老
子
妄
稽
魂
愧
賦

紀
年
簡

本
（
内

四
本
三
本
一
本
（
「
孝
漿
元
年
」

周
訓

の
記
載
あ
り

本
は
「
老
子
上
経
」
と
記
し
た
篇
題
簡
）

四
本
（
最
終
簡
文
末
に
「
大
凡
六
千
」
の
記
載
あ
り
）

の
こ
と
で
、
こ
れ
と
区
別
す
る
た
め
、
あ
え
て
「
西
漢
竹
書
」
と

命
名
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
だ
「
北
京
大
学
蔵
西
漢

竹
書
」
と
い
う
名
称
は
や
や
冗
長
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
「
北
大

漢
簡
」
と
い
う
略
称
を
使
い
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
が
盗
掘
の
結
果
、
流
出
し
た
竹
簡
な
の
で
あ
れ

ば
、
複
数
墓
か
ら
の
出
土
物
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
と
の
質
問
に

対
し
て
は
、
書
風
の
均
一
性
か
ら
見
て
、
同
一
墓
か
ら
の
出
土
物

と
推
測
さ
れ
、
か
つ
、
同
一
時
期
（
お
お
よ
そ
前
漢
武
帝
期
）
に

筆
写
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

で
は
、
こ
の
北
大
漠
簡
は
、
研
究
史
上
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な

意
義
を
有
す
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
何
よ
り
中
国

学
研
究
全
体
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
ニ

0
0
九
年
に
一
部
の
公
開
が
始
ま
っ
た
清
華
簡
は
、
主
に
思
想
と

歴
史
に
関
す
る
出
土
文
献
を
含
ん
で
い
た
。
郭
店
楚
簡
や
上
博
楚

簡
、
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
な
ど
も
、
中
国
思
想
史
研
究
に
与
え
た
影

響
が
最
も
大
き
か
っ
た
と
言
え
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
北
大
漢
簡
は
、
思
想
や
歴
史
の
書
に
加
え
て
、

医
学
や
数
術
、
文
学
の
領
域
に
関
わ
る
多
く
の
出
土
文
献
を
含
む
。

特
に
、
『
妄
稽
』
や
『
魂
塊
賦
』
は
、
明
ら
か
に
中
国
文
学
に
関
わ

る
出
土
文
献
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
中
国
学
の
内
、
思
想
と
歴
史

の
領
域
に
つ
い
て
は
、
我
々
の
研
究
グ
ル
ー
プ
な
ど
日
本
の
研
究

者
も
充
分
に
対
応
し
て
き
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
中
国
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最
後
に
『
趙
正
（
政
）
書
』
と
と
も
に
六
芸
類
に
分
類
さ
れ
た

『
莉
頷
篇
』
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

『
莉
頷
篇
』
は
始
皇
帝
の
文
字
統
一
の
一

五
、
『
蒼
頷
篇
』
に
つ
い
て

(
1
)

主
な
情
報
源
と
し
た
の
は
、
『
光
明
日
報
』
二

O
O
九
年
十
一
月
六

日
付
け
記
事
、
お
よ
び
『
北
京
大
学
出
土
文
献
研
究
所
工
作
簡
報
』
（
ニ

0
0
九
年
十
月
）
で
あ
る
。

(
2
)

清
華
大
学
竹
簡
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
清
華
大
学
竹
簡
と
先
秦
思

想
史
研
究
」
（
『
中
国
研
究
集
刊
』
第
五
十
号
、
一

0
1
0年
）
参
照
。

（
湯
浅
邦
弘
）

注

文
学
の
領
域
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

確
か
に
、
中
国
文
学
、
特
に
古
代
文
学
史
を
塗
り
替
え
る
よ
う

な
発
見
は
こ
れ
ま
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
北
大
漢

簡
に
は
、
明
ら
か
に
文
学
作
品
が
含
ま
れ
て
い
る
。
中
国
文
学
の

研
究
者
に
鮮
烈
な
挑
戦
状
が
突
き
つ
け
ら
れ
た
と
言
え
よ
う
。

思
想
・
歴
史
・
文
学
。
広
範
な
領
域
で
の
中
国
学
研
究
が
、

れ
ら
の
出
土
文
献
に
よ
っ
て
進
展
し
て
い
く
と
期
待
さ
れ
る
。

環
と
し
て
作
成
さ
れ

た
識
字
書
で
あ
り
、
漢
代
に
入
っ
て
か
ら
も
行
わ
れ
、
漢
代
小
学

書
の
成
立
に
多
大
な
影
郷
齊
を
与
え
た
。
『
漢
書
』
芸
文
志
（
六
芸
略
、

小
学
）
に
よ
れ
ば
、
秦
代
に
丞
相
李
斯
が
「
莉
頷
七
章
」
を
作
り
、

車
府
令
趙
高
が
「
妥
歴
六
章
」
を
作
り
、
太
史
令
胡
母
敬
が
「
博

学
七
章
」
を
作
っ
た
が
、
嘆
代
に
入
っ
て
「
間
里
書
師
」
が
「
蒼

頷
」
「
妥
歴
」
「
博
学
」
の
三
篇
を
合
わ
せ
、
六
十
字
ご
と
に
章
分

け
し
て
全
体
を
五
十
五
章
と
し
、
『
莉
頷
篇
』
と
総
称
し
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
c

『
莉
頷
篇
』
は
そ
の
後
亡
侠
し
、
長
ら
く
実
態
が
不
明

で
あ
っ
た
が
、
二
十
世
紀
初
頭
に
発
見
さ
れ
た
漢
代
の
簡
韻
資
料

か
ら
『
蒼
頷
篇
』
残
簡
が
検
出
さ
れ
、
そ
の
後
百
年
余
り
に
わ
た

っ
て
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
北
大
漢
簡
『
蒼
頷
篇
』
の
意
義

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
以
下
、
漢
簡
『
蒼
頷
篇
』
研
究
史
を

三
期
に
分
け
て
略
述
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
第
一
期
は
、
二
十
世
紀
初
頭
以
降
の
敦
煙
漢
簡
『
蒼
頷
篇
』

お
よ
び
居
延
漢
簡
『
蒼
頷
篇
』
の
出
土
で
あ
る
。
漢
簡
『
莉
頷
篇
』

の
発
見
は
、
漢
代
の
第
一
次
資
料
と
い
う
点
で
研
究
者
を
驚
倒
さ

せ
、
従
来
の
単
字
を
中
心
と
し
た
輯
侠
研
究
の
限
界
を
打
開
し
、

句
式
・
押
韻
な
ど
の
本
文
の
実
態
に
関
す
る
多
く
の
新
知
見
を
提

供
し
た
。
し
か
し
、
敦
煙
・
居
延
な
ど
の
辺
境
の
フ
ィ
ー
ル
ド
か

ら
出
土
し
た
漢
簡
は
基
本
的
に
ほ
ぼ
す
べ
て
が
廃
棄
木
簡
で
あ
り
、

そ
こ
に
含
ま
れ
た
『
蒼
頷
篇
』
残
簡
の
大
部
分
は
現
地
の
役
人
た

ち
が
手
習
い
し
た
習
書
木
簡
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
残
簡
自
体
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の
数
が
限
ら
れ
て
い
る
上
に
、
残
存
字
数
の
少
な
い
断
簡
が
大
半

を
占
め
、
し
か
も
そ
の
多
く
が
冒
頭
の
第
一
章
に
集
中
す
る
と
い

う
、
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
た
範
囲
で
の
検
討
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
第
二
期
を
も
た
ら
し
た
の
が
、
一
九

七
七
年
の
阜
陽
漢
簡
『
莉
頷
篇
』
の
出
土
で
あ
る
。
阜
陽
漠
簡
『
蒼

頷
篇
』
は
、
阜
陽
双
古
堆
一
号
漢
墓
に
副
葬
さ
れ
た
竹
簡
の
書
物

（
冊
書
）
の
ひ
と
つ
で
、
そ
れ
以
前
の
フ
ィ
ー
ル
ド
出
土
の
『
莉

頷
篇
』
と
は
性
格
を
異
に
す
る
。
被
葬
者
（
汝
陰
侯
夏
侯
庵
）
の

卒
年
と
の
関
連
か
ら
、
文
帝
十
六
年
（
前
一
六
四
）
以
前
の
書
写

と
さ
れ
、
避
緯
や
語
法
の
分
析
に
よ
っ
て
、
漢
代
合
編
以
前
の
秦

本
に
依
拠
し
た
テ
キ
ス
ト
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
埋
葬
時
点
で
は

「
蒼
頷
」
「
妥
歴
」
「
博
学
」
の
三
篇
を
包
摂
し
た
可
能
性
が
高
く
、

多
様
な
分
野
に
わ
た
る
収
録
字
や
押
韻
な
ど
の
具
体
的
な
状
況
が

明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、
資
料
数
の
点
で
な
お
大
き
な
制
約
が
存
在

し
た
。
阜
陽
漢
簡
は
、
墳
艇
の
崩
壊
や
盗
掘
な
ど
に
よ
り
竹
簡
の

跛
損
が
甚
大
で
あ
り
、
『
莉
頷
篇
』
の
場
合
も
完
簡
は
一
点
も
な
く
、

―
二
五
点
の
残
簡
の
う
ち
八
十
点
は
残
存
字
数
三
字
以
下
の
断
簡

で
、
残
簡
の
綴
合
も
わ
ず
か
二
例
に
と
ど
ま
り
、
『
漢
書
』
芸
文
志

か
ら
計
数
さ
れ
る
総
字
数
三
三

0
0字
に
対
し
て
、
六
分
の
一
足

ら
ず
の
五
四

0
余
字
が
知
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ

て
、
そ
の
検
討
に
は
多
く
の
制
約
が
存
在
し
、
収
録
字
や
句
式
に

関
し
て
断
片
的
な
情
報
は
得
ら
れ
て
も
、
や
篇
の
排
列
や
構
成

と
い
っ
た
、
よ
り
広
い
視
野
か
ら
の
検
討
は
、
ほ
と
ん
ど
不
可
能

な
状
況
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

北
大
漢
簡
『
莉
頷
篇
』
は
、
阜
陽
漢
簡
『
莉
頷
篇
』
の
こ
う
し

た
限
界
を
打
開
し
、
第
三
期
を
も
た
ら
す
新
資
料
と
し
て
、
き
わ

め
て
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
。
以
下
、
朱
鳳
涸
教
授
の
説
明

と
「
北
京
大
学
出
土
文
献
研
究
所
工
作
簡
報
（
総
第
一
期
）
」
（
ニ

O
O
九
年
十
月
）
と
に
も
と
づ
き
、
北
大
漢
簡
『
蒼
頷
篇
』
の
意

義
を
三
点
に
ま
と
め
て
お
こ
う
。

ま
ず
第
一
は
何
と
言
っ
て
も
、
竹
簡
七
十
余
枚
、
残
存
字
数
お

よ
そ
―
二
三

0
字
と
い
う
資
料
数
の
多
さ
で
あ
る
。
こ
の
字
数
は
、

漢
代
改
編
本
の
総
字
数
三
三

0
0字
の
三
分
の
一
以
上
に
あ
た
り
、

全
容
の
解
明
に
向
け
て
研
究
が
大
き
く
進
展
す
る
こ
と
は
疑
い
な

い
。
朱
教
授
の
お
話
で
は
、
残
存
字
数
か
ら
推
測
し
て
、
竹
簡
七

十
余
枚
中
に
「
莉
頷
」
「
妥
歴
」
「
博
学
」
の
三
篇
が
含
ま
れ
て
い

る
可
能
性
が
高
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

第
二
は
、
竹
簡
の
大
部
分
が
完
簡
で
あ
り
、
阜
陽
漠
簡
『
莉
頷

篇
』
で
は
困
難
で
あ
っ
た
章
の
排
列
や
篇
の
構
成
な
ど
に
関
す
る

検
討
が
可
能
と
な
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
朱
教
授
に
よ
れ
ば
、
北

大
漢
簡
『
莉
頷
篇
』
は
漢
代
「
問
里
書
師
」
に
よ
る
六
十
字
一
章

の
改
編
本
と
章
立
て
が
異
な
り
、
秦
代
の
原
本
の
様
相
に
接
近
す

る
も
の
と
見
な
さ
れ
、
分
章
方
法
、
毎
章
の
標
題
の
標
示
法
、
各
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の
字
数
の
多
少
な
ど
、
こ
れ
ま
で
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
方
式

が
と
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

第
三
は
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
た
敦
煙
漢
簡
『
莉
頷
篇
』
・

居
延
漢
簡
『
莉
頷
篇
』
さ
ら
に
阜
陽
漠
簡
『
蒼
頷
篇
』
と
の
総
合

的
な
検
討
に
よ
っ
て
、
新
た
な
研
究
の
進
展
が
期
待
さ
れ
る
点
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
具
体
的
な
状
況
は
未
知
数
で
あ
る
が
、
北

大
漢
簡
『
蒼
頷
篇
』
の
編
聯
復
原
に
こ
れ
ら
の
先
行
資
料
が
重
要

な
役
割
を
果
た
す
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
ま
た
秦

代
二
十
章
本
と
漠
代
五
十
五
章
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
阜
陽

漢
簡
『
莉
頷
篇
』
と
後
者
に
該
当
す
る
こ
と
が
明
ら
か
な
敦
煙
・

居
延
漢
簡
『
莉
頷
篇
』
と
の
比
較
が
不
可
欠
と
さ
れ
よ
う
。
北
大

漢
簡
『
莉
頷
篇
』
と
の
相
互
連
結
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
先
行
資

料
に
さ
ら
な
る
新
た
な
価
値
が
生
じ
、
『
莉
頷
篇
』
の
実
態
解
明
に

向
け
て
の
一
層
の
進
展
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ

る。[
付
記
]
二

0
0
八
年
八
月
に
廿
粛
省
永
昌
県
水
泉
子
M
5
漢
墓
か
ら
出

土
し
た
木
簡
（
水
泉
子
漢
簡
）
か
ら
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
た
四
字

句
の
『
莉
頷
篇
』
と
は
異
な
る
七
字
句
の
『
荘
頷
篇
』
が
検
出
さ
れ
た
。

そ
の
全
容
は
未
公
表
で
あ
る
が
、
残
存
木
簡
は
約
―
四

0
余
枚
、
す
べ

て
残
簡
で
一

O
O
O余
字
が
確
認
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
（
張
存
良
・

呉
症
「
水
泉
子
渓
簡
初
識
」
〈
『
文
物
』
二

O
O
九
年
第
十
期
〉
、
張
存
良

「
水
泉
子
漢
簡
七
言
本
《
莉
頷
篇
》
菌
測
」
〈
『
出
土
文
献
研
究
』
第
九

輯
、
二

0
1
0
年
一
月
〉
参
照
）
。
こ
の
七
言
本
『
蒼
頷
篇
』
は
漢
代
五

十
五
章
本
を
ベ
ー
ス
と
す
る
テ
キ
ス
ト
と
見
な
さ
れ
て
お
り
、
北
大
漢

簡
『
莉
頷
篇
』
と
と
も
に
秦
代
か
ら
漢
代
へ
の
『
莉
頷
篇
』
の
変
遷
と

漢
代
小
学
書
へ
の
展
開
を
辿
る
う
え
で
極
め
て
重
要
な
意
義
を
有
し
て

い
る
（
拙
稿
「
水
泉
子
漢
簡
七
言
本
『
莉
頷
篇
』
考
ー
『
説
文
解
字
』

以
前
小
学
書
に
お
け
る
位
置
ー
」
〈
『
東
洋
古
典
学
研
究
第
二
十
九
集
』

二
0
1
0
年
五
月
〉
参
照
）
。

（
福
田
哲
之
）
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